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竹のように 「たくましく しなやかな子」 をめざして！

第1回学校運営協議会開催（2023.4.21）
メンバー紹介

井上 吉一（コミュニティ茨曽根顧問）会長
吉澤 浩 （自治会長会 会長） 副会長
伊藤 眞 （コミュニティ茨曽根会長）副会長
関根 晃三（地区青少年健全育成会会長）
長崎 均 （地区公民館推進委員長）
細河 正行（小学校非常勤講師）
藤崎 祐一（ＰＴＡ会長）
和泉 哲章（白南中学校長）
武石かおり（白根そよかぜ保育園園長）
笹川 則子（白根南児童館館長）
上杉小貴子（民生委員・児童委員）
櫻井 春菜（地域生活センター長）
引場 裕子（校長）
井浦 君雄（教頭）
海老名克哉（教務主任）

Ｒ５学校重点目標
「深める」 「認める」 「高める」
（思考する力） （協働する力） （自律する力）

１ 学校運営方針

◆めざす子ども像とそのための取
り組み
たくましく しなやかな子

（思考する力）
・児童が問いをもてる課題の提示
・学習課題設定までの働きかけの
工夫
（協働する力）
・授業振り返りの共有
・活動ごとの関わり合いの振り返
り
・学年部授業の実施
（自律する力）
・「失敗は宝物」を合言葉
・学期や行事など節目ごとの振り
返り
・個々の課題を捉えた挑戦する場
の設定
特に今年度は3年生以上で道徳・
音楽・体育の3教科で学年部合同授
業を取り入れ、いろいろな考えに
触れる機会をもたせていきたい。
また、人・こと・もののつなが
りを重視した総合的な学習の見直
しをし、新しい単元の開発などを
していきたい。

◆150周年事業
地域のコミュニティと一緒
に子どもたちの笑顔が見れる
ような活動を考えていきたい。

・中庭改造計画
（雨の日にも遊べる中庭）
・内容充実の「ももの花」発行
・運動会や文化祭に150周年に
ちなんだ内容の取り入れ
・ビッグスワンでのチャレンジ
走
・記念歌の作成
・12月2日記念式典の実施

２ パートナーシップ事業

地域教育コーディネーターを中
心に、ＰＴＡ、自治会、コミュニ
ティや地域の諸団体と連携し「茨
曽根応援団事業」を推進していき
たい。芝生についても芝生管理委
員会を設置してボランティアや保
護者の皆様の協力のもと、年間通
して芝生の維持管理をしていただ
き大変ありがたい。また、今年度
は自治会長会推薦を取り入れたり、
「ボランティアの心得」を作成し
たりして大勢の地域の皆さんから
協力をお願いしたいと考えている。

３ ＰＴＡ活動・年間行事予定

アフターコロナを見据え子ども
大凧合戦など、復活してきた活動
もある。また今年度は150周年に
関連した事業にも組んでいきたい。

４ 学校評価計画

教育ビジョン評価シートが今年
度から学校裁量になった。重点目
標の評価を数値化できるように考
えていきたい。

５ 意見交換

出席者の皆様からは「学校がと
ても開かれている感じがするし、
職員と子どもたちとの信頼関係を
感じる。」「子どもたちは下校時
農作業中にも元気のよいあいさつ
をしてくれて気持ちがいい。」
「毎日学校のブログを見ているが
学校の活動の様子がよく分かる。
150周年事業などもブログを使っ
て広く発信していくのもいいと思
う。」「総合的な学習の見直しは
とてもいいことだと思う。庄瀬小
や新飯田小にも情報発信してほし
い。」などの意見が寄せられた。


